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－平成２３年１０月１日現在－
（　）内は前月との比較

No．697
平成2３年（201１）

10月１５日号

　
6
月
か
ら
2
カ
月
間
、
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
募
集
を

行
っ
た
結
果
、　
都
道
府
県
か
ら
6

39

1
0
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
多

く
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
選
考

委
員
会
に
よ
り
第
一
次
選
考
を
行
い
、

　
作
品
（
左
図
参
照
）
に
絞
ら
れ
て

10

　10月3日から、NTT東日本㈱が提供する光
ファイバーを利用した通信サービスが印旛地
区・本埜地区の一部で始まりました。
　この高速・大容量の通信サービスが利用でき
るようになることで、暮らしやすいまち、市域
のますますの発展が期待されます。
碓伺 高額商品を販売する不良業者にご注意
　「光ファイバーになると、今使っている電話
が使えなくなるから、新しい電話が必要です」
などと偽り、高額な商品を売りつける不良業者
などが出てくることもあります。「怪しい」と
思ったら、契約する前に下記までご相談くださ
い。
■問 ＮＴＴ東日本マーケティング部門千葉セン
ター（緯0120―704―233・午前9時～午後
5時・祝日、年末年始を除く）、市情報管理課情
報管理班（緯内線594）、印西市消費生活セン
ター（緯碓42 3306・月、火、水、金曜日・午前

10時～午後4時）。
※正午～午後1時を除く。土曜・日曜日、祝日、
および年末年始は休み。
【サービス開始地域】
怯ＮＴＴ印旛局
≪全域≫
　平賀、萩原、松虫、山田、山平、吉高
≪一部地域≫
　瀬戸、鎌苅
怯ＮＴＴ本埜局
≪全域≫
　立埜原、和泉屋、竜腹寺、物木、萩埜、長門
　屋、中田切、中根、中、惣深新田飛地、滝、
　川向、甚兵衛、松木、桜野、将監、みどり台、
　本埜小林、酒直ト杭、佐野屋、行徳、荒野、
　笠神、下曽根、下井、押付
≪一部地域≫
　角田、安食ト杭、草深、鎌苅

　
市
内
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
が
、
日
ご
ろ

の
活
動
を
発
表
し
、
団
体
間
の
交

流
を
図
る
お
ま
つ
り
を
開
催
。
今

回
、
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午

11

26

10

後
3
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー

ル
印
西
（
原
）。

胸
出
店
で
き
る
内
容
…
①
活
動
紹

介
パ
ネ
ル
展
②
活
動
体
験
③
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
④
販
売
（
飲
食
物

は
、
現
地
で
調
理
の
必
要
が
無
い

も
の
）。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で

10

28

左
記
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓49 
4
5
0
0
）。

※
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
月
曜

日
休
館
）。

印
西
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
一
般
投
票
を
行
い
ま
す

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』紙
面
上
で
公
募
を
行
っ
た
印
西
市
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
そ
の
一
次
選
考
が
選
考
委
員
会

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
力
作
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

　
作
品
に
対
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
選
ぶ
一
般
投
票
（
二

10次
選
考
）
を
行
い
ま
す
。

　
市
の
顔
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
み
な
さ
ん
の
一
票
で

決
ま
り
ま
す
。

胸
投
票
場
所
…
印
西
市
民
ま
つ
り
会

場
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
屋
外
駐
車
場

（
　
月
　
日
臥
）、
産
業
ま
つ
り
会

10

22

場
・
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駐
車
場
（
　
月
11

5
日
臥
）、
市
役
所
、
印
旛
支
所
、

本
埜
支
所
、
中
央
公
民
館
、
印
旛
公

民
館
、
本
埜
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
文

化
館
、
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、

サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
、
永
治
プ
ラ
ザ
、
船
穂
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
印
西
市
観
光
情

報
館
（
　
月
　
日
臥
～
　
月
3
日

10

22

11

華
）。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
緯
内
線
3
5
1
・
メ
ー
ルk

e
ise
i

k
a@
m
l.city

.in
zai.ch

ib
a.j

p

）。

い
ま
す
。
第
二
次
選
考
で
は
、
市
内

小
・
中
学
校
お
よ
び
高
校
で
投
票
を

行
う
ほ
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
　
作
品
を
5
作
品
へ
絞
る
一
般

10

投
票
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
投
票
後
に
選
考
委
員

会
に
よ
り
最
終
選
考
を
行
い
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
、　
月
中
に
決
定
す
る

12

予
定
で
す
。

？？
印西市マスコットキャラクター

その栄冠はどの作品に？

胸印西市マスコットキャラクター 一次選考通過作品胸

印旛地区・本埜地区の一部で光ファイバー通信サービスが始まりまし印旛地区・本埜地区の一部で光ファイバー通信サービスが始まりましたた

市内幼稚園、保育園、小・中学校、学童クラブ

各職員を対象各職員を対象にに
放射線測定機器操作研修放射線測定機器操作研修会会

　去る9月27日、市では市内の幼稚園、保育園、小・中学校、学
童クラブの職員を対象とした放射線簡易測定器・積算線量計の操作
研修会を開催しました。
　今後、各園・各学校で測定時間などを設け、積算線量を計測。2
週間に一回、市環境保全課放射線対策室まで測定結果を報告する体
制を整え、公表していき
ます。
　研修の中では、測定ポ
イントや報告方法につい
て積極的な質問が出され、
各職員とも真剣に説明に
聞き入っていました。
■問 環境保全課放射線対策
室（緯内線366～368）。

▲市立・私立の各施設職員が積極的に
参加

▲①印西天ちゃん

▲② como たんコ　モ

▲③トッシーとみどりちゃん

▲④いんザイ君

▲⑥ぬまっち ▲⑤いんザイくん

▲⑦コスもん

▲⑧いんざい門

▲⑨印ジロー

▲⑩コズモ

この子たちの中から、
印西市のマスコット
キャラクターが選ば
れます！

各キャラクターには、
それぞれ設定もあり
ます。詳しくは投票
場所で！

■時 11月3日華・午前
9時～午後2時（少雨決
行、荒天中止）。
■場 印旛中央公園（瀬戸）。
■内 地域で生産される農
産物や商工業製品など
の展示販売、模擬店、フ

リーマーケット、ゲー
ムや抽選会などを行い
ます。
■問 印旛ふれあい秋まつ
り実行委員会事務局（印
西市商工会印旛支所内・
緯碓99 0282）。

印旛ふれあい秋まつ印旛ふれあい秋まつりり



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

月
　
日
ま
で
に
申
請
い
た
だ
け
れ
ば

31
平
成
　
年
　
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る

23

10

経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、　
月
以
降
に
新
た
に
出

10

生
・
転
入
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

出
生
日
・
転
出
予
定
日
か
ら
　
日
以

15

内
に
子
ど
も
手
当
の
手
続
き
が
な
い

と
、
支
給
さ
れ
な
い
月
が
生
じ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑤
そ
の
ほ
か
…
平
成
　
年
3
月
分
ま

24

で
は
所
得
制
限
の
対
象
外
で
す
。
平

成
　
年
4
月
以
降
の
手
当
制
度
に
つ

24
い
て
は
、
制
度
確
定
後
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
場
合
、
職
場
で
の
申

請
・
支
給
に
な
り
ま
す
。

【
夜
間
・
休
日
窓
口
を
開
設
】

　
子
ど
も
手
当
の
夜
間
お
よ
び
休
日

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

噛
夜
間
…
■時 
　
月
　
日
俄
、　
月
　

10

31

11

30

日
我
・
午
後
8
時
ま
で
。

噛
休
日
…
■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
8

11

12

時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
。

30

15

■場 
子
育
て
支
援
課
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
）。

認
知
症
高
齢
者
の
家
族
な
ど
の

つ
ど
い
（
交
流
会
）

　
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
・
千
葉

県
支
部
の
方
を
お
招
き
し
て
、
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。　
　

　
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
中
で
感

じ
て
い
る
こ
と
、
悩
み
や
疑
問
な
ど

の
話
し
合
い
や
、
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
・
午
後
1
時
　
分
～

11

29

30

3
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
開
演

12

18

11

（
開
場
　
時
　
分
～
）。

10

30

■費 
一
般
1
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
0
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）
5
0
0

円
（
全
席
指
定
）。

※
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
（
小
学
生
以
下
の
障
害

者
割
引
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な

ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中
。

平成２３年（２０１１）１０月１５日号（２）

コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
キ
ッ
ズ
～
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

１２/１８
（日）

１０/２９
（土）

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
開
演

10

29

（
開
場
は
4
時
　
分
～
）。

30

■費 
4
街
5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
小
・
中
学
生
割
引
、
障
害
者

割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0
円
引
き
。

チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学
生
証
ま
た

は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
（
割
引
は
文
化

ホ
ー
ル
購
入
分
の
み
）。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
文
化
ホ
ー
ル
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

イ
ー
プ
ラ
ス
で
販
売
中
。

青
山
テ
ル
マ
＆
童
子
―
Ｔ

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ブ
2
0
1
1

文化ホール
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の

際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化

ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

③
別
居
監
護
…
噛
単
身
赴
任
な
ど
で

子
を
養
育
し
て
い
る
場
合
手
当
を
受

給
で
き
ま
す
。
噛
離
婚
協
議
中
な
ど

の
場
合
は
、
同
居
要
件
や
、
別
途
書

類
が
必
要
で
す
。
噛
海
外
別
居
監
護

は
、
一
部
を
除
い
て
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
噛
子
ど
も
が
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
入

所
施
設
か
ら
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
申
請
期
限
…
　
月
1
日
現
在
、
印

10

西
市
で
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
人
は
、
平
成
　
年
3

24

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

【
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
場

合
・
加
入
し
た
場
合
】

　
会
社
を
辞
め
た
な
ど
の
理
由
で
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

本
人
と
被
扶
養
者
は
国
民
健
康
保
険

（
以
下
、
国
保
）
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
退
職
日
の
翌
日
か
ら
加

入
資
格
が
発
生
し
ま
す
の
で
、　
日
14

以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
て
も
、

加
入
日
は
資
格
取
得
日
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
こ
の
期
間
の
保
険
税
も
納
付

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
社
の
健
康
保
険
に
新
た

に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
の
資
格

喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
資
格

が
な
く
な
っ
た
後
、
国
民
健
康
保
険

証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合
、

国
保
の
医
療
費
は
返
還
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
現

在
か
か
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
そ
の

旨
を
伝
え
、
新
し
い
保
険
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。　

【
修
学
の
た
め
、
市
外
に
住
所
を

定
め
る
と
き
】

　
修
学
の
た
め
に
市
外
に
転
出
す
る

と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け

出
を
し
な
い
と
当
市
の
国
保
の
資
格

開
発
行
為
・
建
築
行
為
に
は

事
前
に
許
可
を

　
み
な
さ
ん
は
市
街
化
調
整
区
域
内

で
開
発
行
為
や
建
築
行
為
を
す
る
場

合
、
事
前
に
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、
市
の
区
域
は
「
市
街
化
区

域
」
と
「
市
街
化
調
整
区
域
」
に
区

分
（
線
引
き
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
市
街
化
を
促
進

す
る
区
域
と
し
て
、
ま
た
市
街
化
調

整
区
域
は
こ
れ
を
抑
制
す
る
区
域
と

し
て
、
市
の
都
市
計
画
の
中
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
街
化

調
整
区
域
内
に
は
原
則
と
し
て
建
築

物
を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
が
可
能
に
な
る
場
合
は
、
一

年
末
調
整
な
ど
の
説
明
会

　
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
と
し
た

「
平
成
　
年
分
の
年
末
調
整
の
し
か

23

た
な
ら
び
に
法
定
調
書
お
よ
び
給
与

支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
の

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

11

16

30

（
開
場
1
時
）。

■場 
市
役
所
（
大
森
）。

■問 
成
田
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門

（
緯
碓28 
5
1
5
1
・
音
声
案
内
で

「
2
」
番
「
税
務
署
」
を
選
択
）、
市

民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線
3
1
7

～
3
1
9
・
3
2
9
）。

　
な
お
、
市
街
化
区
域
内
で
も
面
積

が
5
0
0
愛
以
上
の
開
発
行
為
は
、

原
則
と
し
て
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■問 
建
築
課
開
発
建
築
班
（
緯
内
線
7

7
2
・
7
7
4
）。

　
月
以
降
の
子
ど
も
手
当

10　
平
成
　
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手

23

当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
よ
り
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ

る
人
は
、
再
度
、
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
印
西
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
0
歳
か
ら
中
学
3
年
生
の
子
が
い

る
世
帯
に
は
、
案
内
文
と
認
定
請
求

書
を
普
通
郵
便
で
送
付
し
た
の
で
、

手
続
き
の
必
要
な
人
は
、
期
限
内
に

忘
れ
ず
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
（
子
ど
も
手
当
　
月
定
期
払
い

10

該
当
の
人
に
は
支
給
通
知
に
同
封
）。

　
定
期
払
い
の
無
い
人
へ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
は
が
き
を
同
封
し
ま
し
た
。

市
へ
申
請
し
な
い
人
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
返
送
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
新
制
度
の
概
要
】

①
支
給
期
間
…
平
成
　
年
　
月
分
～

23

10

平
成
　
年
3
月
分
。

24

②
支
給
額
…
下
表
の
と
お
り
。

福
祉

パート英

　市では災害時などの情報伝達手段として、
携帯電話やパソコンへのメール配信サービス
「印西市緊急情報発信システム」を実施してい
ます。
　このメール配信サービスは、どなたでも利
用することができますが、あらかじめ『利用
者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』お
よび『登録解除』の際の通信料、メールの受
信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担
になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」
メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内
容の詳細については、市ホームペー
ジ（http://www.city.inzai.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メールに登録を

▲QR
コードも
利用可

瀬
）。

■対 
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人

（
印
西
市
お
よ
び
近
隣
在
住
の
人
）。

■定 
　
人
。

15
■費 
無
料
。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
、
電
話
で
左

11

15

記
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
の
間
。
先
着

順
）。

■問 
介
護
福
祉
課
印
旛
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
緯
碓98 
1
1
1
5
）。

国
保

を
失
い
ま
す
。

　
ま
た
、
右
記
の
届
け
出
を
し
た
人

で
修
学
終
了
と
な
っ
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
6
～
2
8
7
）。

都
市

税
金

定
の
要
件
に
該
当
し
、
事
前
に
県
知

事
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
開
発
・

建
築
行
為
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
建
築
課
開
発
建
築
班
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

胸手当の月額（平成23年10月分～平成24年3月分）胸

支給額年齢

15,000円(一律)0歳～３歳未満

10,000円(第3子以降は15,000円)３歳～小学校修了前

10,000円（一律）中学生

※１０月分～１月分の手当は平成２４年２月に、２月・３月分
　の手当は平成２４年６月に原則支払われます。
　なお、申請時期により、支払いが遅れる場合があります。



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
の
一
部
を
補
助

　
市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆

除
を
市
が
指
定
す
る
専
門
業
者
に
依

頼
し
て
、
事
前
に
市
へ
申
し
込
み
を

し
た
場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
の
一
部
を
助

成
す
る
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
（
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
の

巣
の
駆
除
は
、
補
助
金
の
対
象
外
）。

■対 
市
内
に
建
物
な
ど
を
有
す
る
人

（
事
業
者
を
含
む
）。

胸
補
助
金
額
な
ど
…
駆
除
費
の
2
分

の
1
（
上
限
5
0
街
0
0
0
円
）。

■申 
「
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
駆
除
実
施
申

込
書
」
を
左
記
ま
で
提
出
。

※
ご
自
身
で
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
巣

の
駆
除
を
す
る
人
に
、
防
護
服
の
貸

し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
・
3
6
3
）、
印
旛
支
所
地

域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1
1
）、
本

埜
支
所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓97 
1
1

1
1
）。

市
民
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

11

13

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館（
浦
部
）。

■内 
男
女
別
1
部
・
2
部
・
3
部
制
ダ

ブ
ル
ス
戦
。
1
部
と
2
部
は
オ
ー
プ

ン
参
加
可
。

■対 
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
中
学

生
以
上
の
審
判
が
で
き
る
人
。

■費 
市
内
の
人
1
組
2
街
0
0
0
円
、

市
外
の
人
1
組
2
街
4
0
0
円
。

■申 
　
月
6
日
蚊
ま
で
に
、
住
所
・
氏

11
名
・
電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
記
入

し
た
も
の
を
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

※
市
内
在
勤
、
在
学
の
人
は
、
勤
務

先
ま
た
は
学
校
名
を
明
記
す
る
こ
と
。

■問 
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
鳥
羽
洋

志
（
〒
2
7
0
―
1
3
4
5
印
西
市

船
尾
1
0
7
1
・
緯
／
胃
碓46 
0
3
5

9
・
■メール in

zaib
ad
o
-th
@
e
tu
d
e

.o
cn
.n
e
.jp

）。

3
B
体
操ジ

ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
遊
び
な
が
ら

運
動
が
楽
し
め
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
3
時
　
分
～

10

28

30

4
時
　
分
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
3
歳
以
上
。
■費 
無
料
。

■他 
上
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
花
日
本
3
B
体
操
協
会
・
池
富（
■携 

0
9
0
―
1
2
4
2
―
8
2
2
6
）。

（３）平成２３年（２０１１）１０月１５日号

胸
経
費
…
入
園
料
2
街
0
0
0
円
。

保
育
料
6
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
も
と
の
幼
稚
園
年
少
（
3
歳
児
）

の
み
8
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
入
園
料
・
保
育
料
の
納
入
は
、
預

金
口
座
振
替
で
行
い
ま
す
。

【
通
園
】

胸
大
森
幼
稚
園
…
保
護
者
が
責
任
を

持
っ
て
幼
稚
園
ま
で
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
。

胸
瀬
戸
幼
稚
園
…
印
旛
地
区
内
で
は

幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
。

胸
も
と
の
幼
稚
園
…
も
と
の
地
区
内

で
は
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま

す
。

【
幼
稚
園
事
前
見
学
】

　
各
幼
稚
園
と
も
に
随
時
対
応
し
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
は
直
接
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
大
森
幼
稚
園
（
緯
碓42 
2
5
0
2
）、

瀬
戸
幼
稚
園
（
緯
碓98 
0
4
3
4
）、
も

と
の
幼
稚
園
（
緯
碓97 
1
0
1
0
）、
学

務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2
3
・
5

2
4
）。

農
業
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
農
業
経
営
の
安
定
を
図

り
、
農
作
業
の
労
働
力
確
保
を
支
援

す
る
た
め「
農
業
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
関
心
が
あ
り
、
農
家
で
働

い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
市
民

（
求
職
者
）と
働
き
手
を
必
要
と
し
て

い
る
農
家
（
求
人
者
）
を
登
録
し
、

農
家
と
市
民
が
お
互
い
に
情
報
を
閲

覧
し
、
条
件
に
合
っ
た
相
手
と
直
接

交
渉
し
て
、
雇
用
契
約
を
行
う
も
の

で
す
。
農
家
で
働
い
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
ま
せ

ん
か
。

※
本
事
業
は
、
国
で
行
う
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
職
業
安
定
所
）
と
は
異
な

り
ま
す
。

【
働
い
て
み
た
い
人
の
登
録
】

■対 
市
内
在
住
で
、
農
業
研
修
を
受
講

し
た
人
。

※
遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
荒
廃
遊

休
農
地
復
元
活
動
へ
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
す
。

【
農
業
研
修
】

■時 
　
月
　
日
牙
、　
日
画
の
2
日
間
。

11

10

11

■内 
作
物
栽
培
の
基
礎
講
習
、
農
作
業

の
実
習
、
農
機
具
の
取
り
扱
い
な
ど
。

■申 
事
前
に
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
連
絡
の
う

え
、　
月
　
日
俄
ま
で
に
傷
害
保
険

10

31

料
2
6
4
円
を
農
政
課
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
そ
の
ほ
か
研
修
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
）。

■定 
　
人
。

15
【
農
家
の
登
録
】

■対 
市
内
の
農
地
所
有
者
。

胸
登
録
期
間
…
随
時
。

※
登
録
申
請
書
は
農
政
課
、
J
A
西

印
旛
本
店
営
農
部
で
配
布
。

■申 
登
録
申
請
書
お
よ
び
個
人
情
報
提

供
同
意
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

登
録
証
用
の
写
真
1
枚
（
縦
4
・
5

唖
×
横
3
・
5
唖
）
を
左
記
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班（
緯
内
線
3
7
5
・

3
7
6
）。

放
射
線
量
測
定
職
員

　
平
成
　
年
度
千
葉
県
緊
急
雇
用
創

23

出
事
業
と
し
て
、
放
射
線
量
測
定
事

業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
次
の
と

お
り
従
事
者
を
募
集
し
ま
す
。

■内 
噛
雇
用
期
間
…
　
月
1
日
峨
～
平

11

成
　
年
3
月
　
日
臥（
週
4
日
勤
務
）。

24

31

噛
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
（
交
通
費

別
途
支
給
）。

■対 
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
　
歳
未

60

満
の
失
業
者
で
市
内
在
住
の
人
（
要

運
転
免
許
証
）。
■定 
8
人
。

胸
面
接
…
■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9

10

26

時
　
分
～
。
■場 
市
役
所
（
大
森
）
農

30
業
委
員
会
会
議
室
。

■申 
　
月
　
日
俄
～
　
日
俄
（
土
・
日

10

17

24

曜
日
を
除
く
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時
）
の
間
に
、
履
歴
書
（
写
真
張
り

怯
歩
き
方
教
室
（
連
続
講
座
）

■時 
　
月
　
日
臥
、　
日
臥
・
午
後
2

10

15

29

時
～
4
時
（
雨
天
実
施
）。

■場 
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文
化
館

（
原
山
）。

■内 
前
半
1
時
間
は
、
正
し
く
美
し
く

疲
れ
な
い
歩
き（
室
内
）。
後
半
1
時

間
は
、
4
娃
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
郊
外
）。

噛
講
師
…
富
所
正
史
氏
（
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
）。

■対 
　
歳
以
上
。
■定 
　
人（
当
日
受
付
）。

40

30

■費 
各
回
1
街
0
0
0
円
。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
き
の
こ
観
察
会

　
森
の
中
の
き
の
こ
を
探
そ
う
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

22

30

　
時
　
分
（
少
雨
決
行
、
荒
天
の
場

11

30

合
は
　
日
蚊
に
延
期
）。

23

■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
集
合
）。

噛
講
師
…
平
尾
信
三
氏
（
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）。

■定 
　
人
。
■費 
1
0
0
円
。

20
■他 
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
軍
手
、
小

雨
用
雨
具
持
参
。
服
装
は
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
、
黒
色
以
外
の
帽
子
で
。

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
松
永
（
緯
0
4
7
―
4

9
1
―
6
3
6
5
）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
、
新
し
い
家
族
を
見

つ
け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

23

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
東
京
基
督
教
大
学
公
開
講
座

「
オ
ル
ガ
ン
」

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
1
時
～
4
時
。

10

28

■場 
東
京
基
督
教
大
学
チ
ャ
ペ
ル
（
内

野
）。

■内 
バ
ッ
ハ
に
流
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
風
。

噛
講
師
…
早
島
万
紀
子
氏
。

■費 
3
街
0
0
0
円
。

■問 
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
教
会
音
楽

ア
カ
デ
ミ
ー
（
緯
碓46 
1
1
3
1
）。

怯
木
下
・
六
軒
 ま
ち
か
ど
博
物

館
め
ぐ
り
＆
川
め
ぐ
り

■時 
　
月
6
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

30

　
時
　
分
。

12

30

■内 
中
央
公
民
館
～
川
め
ぐ
り
～
木
下

河
岸
跡
～
二
見
屋
ま
ち
か
ど
博
物
館

～
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
。

※
木
下
の
食
事
処
サ
ー
ビ
ス
券
付
き
。

■定 
　
人
。

22
■費 
1
街
0
0
0
円
（
川
め
ぐ
り
乗
船

代
金
、
保
険
料
、
資
料
代
な
ど
）。

■申 
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号

を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
胃
碓49 
4
5
1
1
・

木
下
ま
ち
育
て
塾
あ
て
）
か
、
メ
ー

ル
でm

ach
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
伊
藤
（
■携 
0

9
0
―
3
5
2
9
―
4
9
9
0
）。

怯
華
麗
な
る
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ

リ
ウ
ス
の
響
き「
松
野
迅
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
開
演（
開

11

19

場
1
時
）。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」、

フ
ラ
ン
ク
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ

イ
長
調
」
ほ
か
。

■費 
【
一
般
】
2
街
8
0
0
円
、【
小
・

中
・
高
生
】
5
0
0
円
（
全
自
由
席
）。

※
未
就
学
児
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■問 
松
野
迅
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
印
西
実
行
委
員
会
・
吉
田
（
緯
／

胃
碓42 
3
8
6
8
・
■メール y

o
sid
a1
8
@

p
lu
m
.p
lala.o

r.jp

）。

平
成
　
年
度
市
立
幼
稚
園
入
園
児

24

胸
書
類
配
布
…
　
月
　
日
俄
～
　
月

10

17

11

　
日
画
。

11※
事
前
配
布
す
る
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
は
教
育
委
員
会
学
務
課

窓
口
・
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

胸
受
付
日
時
・
会
場
…
左
表
参
照
。

※
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
入
園
資
格
と
定
員
…
市
内
に
住
所

の
あ
る
幼
児
で
、
年
齢
・
定
員
は
左

表
参
照
。

※
受
付
人
数
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■他 
認
め
印
が
必
要
で
す
。
受
付
当
日
、

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
保

護
者
と
お
子
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
も
し
く
は

学
務
課
学
務
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
個
人
面
接
・
入
園
決
定
】

　
学
務
課
よ
り
後
日
通
知
し
ま
す
。

募
集

胸募集日時と会場胸
会場期日

本埜支所 
第１会議室

11月1日峨
11月2日我

印西市役所
 ２０３会議室

11月7日俄
11月8日峨

印旛公民館 
視聴覚室

11月10日牙
11月11日画

※時間は午前９時～午後４時。

胸入園資格と定員胸

保育
年数

定員数年齢幼稚園

2年70人平成1９年4月2日～
平成２０年4月1日
生まれ

大森

2年105人瀬戸

3年105人
平成２０年4月2日～
平成2１年4月1日
生まれ

もとの

付
け
）
を
左
記
ま
で
持
参
（
郵
送
不

可
）。

■問 
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯

内
線
3
6
6
～
3
6
8
）。

環
境

借
金
や
ヤ
ミ
金
融
、

家
計
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
借
金
や
ヤ
ミ
金
融
被
害
、
家
計
管

理
の
こ
と
で
悩
み
・
困
っ
て
い
る
人

を
対
象
に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

警
察
官
（
ヤ
ミ
金
相
談
）
な
ど
に
よ

る
無
料
相
談
会
を
開
催
。　
お
金
の

こ
と
で
悩
ま
な
い
生
活
を
取
り
戻
す

た
め
、
家
計
相
談
も
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

22

10

相
談

3
時
。

■場 
市
役
所
（
大
森
）
会
議
棟
。

■内 
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

面
接
相
談
。
■定 
　
人
。

20

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
千
葉
県
県
民
生
活
課
消
費
者
行
政

推
進
室
（
緯
0
4
3
―
2
2
3
―
2

2
9
2
）。ス

ポ
ー
ツ

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

パ
ー
ト
英



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

―
4
4
5
―
7
1
6
1
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/w
w
w
.h
o
k
u
so
-railw

ay
.c

o
.jp

）。

房
総
の
む
ら
と
秋
の
里
山
を

訪
ね
る
ハ
イ
キ
ン
グ

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
主
催
「
駅
か
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
、
成
田
線
沿
線
で
開
催
。

■時 
　
月
3
日
華
。

11
胸
受
け
付
け
…
午
前
8
時
　
分
～
　

30

11

時
　
分
・
Ｊ
Ｒ
成
田
線
安
食
駅
（
順

30
次
ス
タ
ー
ト
）。

※
参
加
の
際
は
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■内 
安
食
駅
→
安
食
台
第
一
近
隣
公
園

→
里
山
見
晴
ら
し
台
→
県
立
房
総
の

む
ら
→
ド
ラ
ム
の
里
→
坂
田
ヶ
池
総

合
公
園
→
下
総
松
崎
駅
（
約
9
・
2

娃
、
約
2
時
間
　
分
の
コ
ー
ス
。
た

20

だ
し
、
施
設
見
学
の
時
間
を
除
く
）。

　
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://w

w
w
.jre
a

st.co
.jp
/h
ik
in
g
/e
v
d
e
tail

.asp
x
?E
v
C
d
=
1
1
1
1
0
3
1
5
0

7
1
1
5

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申 
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局
（
緯

0
3
―
5
7
1
9
―
3
7
7
7
・
受

付
時
間
は
、
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜

日
の
午
前
　
時
～
午
後
5
時
）。

10

秋
の
印
旛
沼
と
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

京
成
・
北
総
・
新
京
成
・
東
武
4

社
合
同
ウ
ォ
ー
ク

　
秋
風
を
受
け
な
が
ら
、
健
康
的
に

体
を
動
か
す
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
（
北
総
線
沿
線
地
域
活

性
化
協
議
会
後
援
）。

　
今
回
は
、
印
旛
沼
の
ほ
と
り
を
散

策
し
な
が
ら
、
周
辺
の
観
光
施
設
や

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
へ
向
か
う
約
　
娃
の

14

コ
ー
ス
で
す
。

■時 
　
月
5
日
臥
（
小
雨
決
行
・
荒
天

11
中
止
）。

胸
受
け
付
け
…
午
前
9
時
　
分
～
　

30

11

時
・
北
総
線
印
旛
日
本
医
大
駅
（
地

図
配
布
後
、
順
次
ス
タ
ー
ト
）。

■内 
印
旛
日
本
医
大
駅
→
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
い
ん
ば
→
双
子
公
園
→
岩
名

運
動
公
園
→
岩
名
仁
王
尊
→
玉
泉
寺

→
岩
名
麻
賀
多
神
社
→
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
→
京
成
佐
倉
駅
。

■費 
無
料
。

■他 
完
歩
者
に
は
記
念
品
贈
呈
な
ど
の

特
典
あ
り
。

■申 
各
駅
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書

（
募
集
チ
ラ
シ
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
当
日
集
合
場
所
へ
持
参
。

■問 
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
（
緯
0
4
7

住
民
へ
の
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
救
命
講
習
を
実
施
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
正
午

11

12

（
3
時
間
）。

■場 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
草
深
）。

■内 
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

訓
練
を
含
む
）。

■定 
　
人
（
最
低
実
施
人
数
5
人
）。

30
■申 
　
月
　
日
俄
・
正
午
ま
で
に
、
電

10

31

話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
災
害
発
生
時
、
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■問 
印
西
地
区
消
防
本
部
警
防
課
救
急

救
助
係
（
緯
碓46 
9
9
6
4
）。

里
山
散
策
会

「
自
然
と
歴
史
を
感
じ
て
」

【
パ
ー
ト
英
】
小
金
中
野
牧
捕
込
跡

（
国
史
跡
）
の
解
説
と
見
学
、
お
よ
び

市
街
地
に
奇
跡
的
に
残
る
囃
子
水
湧

水
地
を
巡
る
（
鎌
ヶ
谷
市
）。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

11

19

30

午
後
3
時
　
分
（
雨
天
時
は
、
捕
込

30

跡
の
解
説
と
見
学
の
み
、
午
前
中
で

終
了
）。

※
新
京
成
初
富
駅
集
合
、
東
武
野
田

線
鎌
ヶ
谷
駅
解
散
。

※
郷
土
資
料
館
学
芸
員
に
よ
る
解
説

あ
り
。　

【
パ
ー
ト
衛
】
利
根
川
土
手
で
自
然

を
見
つ
け
、
午
後
は
木
下
貝
層
（
国

天
然
記
念
物
）
と
水
辺
の
文
学
館
を

巡
る
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

11

25

30

午
後
3
時
　
分
（
雨
天
中
止
）。

30

※
成
田
線
木
下
駅
集
合
、
解
散
。

【
パ
ー
ト
Ⅰ
、
Ⅱ
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。
■定 
　
人
。

30

■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
持
参
。
あ
れ
ば
双

眼
鏡
も
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

と
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
技
術
の
向
上

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
塾
は
、
自
由
参
加
型
で
自
由

に
入
退
室
で
き
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン

の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。
個
々
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
課
題
に
対
し
て
先

生
（
学
生
）
た
ち
が
優
し
く
相
談
に

の
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
先
生
（
学
生
）
た
ち
と
パ
ソ
コ

ン
を
通
じ
た
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

技
術
の
向
上
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
臥
、　
月
　
日
臥
、　

10

29

11

12

19

日
臥
、　
月
　
日
臥
、　
日
臥
・
午

12

10

24

前
　
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時
。

10
■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。
■費 
無
料
。

※
当
日
は
先
着
順
に
　
人
ま
で
入
場

20

で
き
ま
す
が
、　
番
目
以
降
の
人
は
、

21

パ
ソ
コ
ン
持
参
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
先
に
入
場
し
て
い
る
人
の
退
出

を
待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

家
庭
教
育
シ
ア
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
テ
ー
マ
に
即
し
た
映
画
を
鑑
賞
後
、

参
加
者
ど
う
し
で
意
見
交
換
な
ど
を

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
価
値

観
を
理
解
し
合
い
、
家
庭
教
育
の
充

実
を
図
る
講
座
で
す
。

■時 
①
　
月
2
日
我
、
②
　
月
　
日

11

11

16

我
・
①
②
と
も
午
前
　
時
～
　
時
　

10

11

30

分
。

■内 
①
非
行
と
向
き
合
う
・
上
映
「
夜

回
り
先
生
」。
②
家
庭
教
育
と
地
域

の
支
え
・
上
映
「
い
の
ち
輝
く
と
き
」。

■場 
①
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）、
②
印

旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■対 
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
・
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

異
文
化
理
解
講
座

　
市
内
在
住
の
外
国
人
と
共
に
安
心

し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、
異
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

.co
m
/

）。

「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」

B
I
G
H
O
P
で
開
催

　
産
業
ま
つ
り
は
、
顔
の
見
え
る
販

売
な
ど
を
通
し
て
生
産
者
と
消
費
者

と
の
交
流
を
図
り
、
市
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
・
畜
産
物
・
商
工
業
製
品

な
ど
を
広
く
紹
介
し
、
地
産
地
消
の

推
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
内
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
地

場
産
品
の
販
売
・
飲
食
物
の
販
売
、

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
（
入
場
無
料
）
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
テ
ン
ト
で
、

展
示
・
販
売
さ
れ
る
生
産
者
自
慢
の

味
や
技
を
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
5
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

3
時
。

■場 
B
I
G
H
O
P
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

印
西
駐
車
場
（
原
）。

■問 
農
政
課
振
興
班（
緯
内
線
3
7
5
）。

マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾

　
東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」を
開
催
。

　
学
生
と
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
た
交
流

平成２３年（２０１１）１０月１５日号（４）

し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
母

国
の
生
活
や
文
化
を
英
語
で
紹
介
す

る（
通
訳
あ
り
）。
噛
講
師
…
マ
ム
ー

ン
・
ハ
リ
ッ
ド
・
ア
ラ
ビ
ラ
氏
（
ガ
ー

ナ
出
身
）。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
3
時

11

17

　
分
。

30■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
原
山
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
）。

絵
手
紙
講
習
会

　
絵
手
紙
の
年
賀
状
は
い
か
が
で
す

か
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

16

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。　
　
　
　

噛
講
師
…
阿
久
沢
登
美
子
氏
（
印
西

絵
手
紙
の
会
）。

■定 
　
人
。
■費 
3
0
0
円
（
材
料
費
）。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
で
あ
る
傾
聴
に
つ
い
て

の
理
解
と
知
識
を
学
び
ま
す
。
講
座

修
了
後
に
傾
聴
（
お
話
し
相
手
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
受
け
付
け
も
行

い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
牙
、　
月
2
日
我
、　

10

27

11

10

日
牙
（
全
3
回
）・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
。

30

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）

■問 
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2
9

4
）。

救
命
講
習
会

　
印
西
地
区
消
防
組
合
で
は
、
管
内

合
併
記
念
・
印
西
市
民
ま
つ
り

　
印
西
市
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
の
手
に

よ
り
地
場
産
品
の
販
売
や
学
校
・
市

民
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■時 
・
■場 
左
の
ポ
ス
タ
ー
の
と
お
り（
花

火
の
打
ち
上
げ
は
、
午
後
7
時
～
）。

■内 
市
内
中
学
校
（
原
山
中
、
滝
野
中
、

印
旛
中
）
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、

印
西
音
頭
、
み
こ
し
の
競
演
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
模
擬
店
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
印

西
警
察
署
・
印
西
西
消
防
署
・
陸
上

自
衛
隊
車
両
の
展
示
、
せ
ん
べ
い
焼

き
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
、
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
般
投
票
、
花
火

の
打
ち
上
げ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

詳
し
く
は
、
印
西
市
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
印
西
市
観
光
協
会

（
緯
碓42 
7
5
3
0
・
月
、
木
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
3
時
・
■ＨＰ h

ttp
://

w
w
w
.in
zaik
an
k
o
u
k
y
o
k
ai

パート衛

講
座
・
催
し

　東日本大震災の影響を受けた中小企業の
新規受注の確保などの支援や新しいものづ
くりの体制の構築に向けて「下請中小企業
震災復興特別商談会」を開催します。 
　今回の商談会では、参加企業との多様な
商談の機会をご用意しています。
■時 11月29日峨・午後1時～5時30分。
■場 東京都立産業貿易センター浜松町館。
■対 【発注企業】…工業製品の製造委託先な
どの新規開拓を希望する発注企業。全国か
ら参加可能。【受注企業】…青森県、岩手県、
宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県
内に工場などを有する企業。
■定 発注企業80社、受注企業250社（どち
らも先着順）。
※ 詳 し く は、専 用 ホ ー ム ペ ー ジ
（http://netans.jp/syoudankai-B2023）をご
覧になるか、下記へお問い合わせください。
■問 下請中小企業震災復興特別商談会開催
事務局（珂帝国データバンク内・緯03―
5775―3164・■メール syoudankai@mail.tdb.co.jp）。

下請中小企業震災復興特別商談会
 経済産業省 中小企業庁主催胸

お
わ
び
と
訂
正
胸

　『
広
報
い
ん
ざ
い
』　
月
1
日
号
3
ペ
ー
ジ
「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
初
級
編
）」

10

の
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
を
「
緯
碓42 
0
9
2
4
」
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
緯
碓42 
0

2
9
4
」
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
人
、
運
動
が

嫌
い
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
個
々

の
体
力
に
合
っ
た
運
動
プ
ラ
ン
や
食

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
践
し
て
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
年
4
回
募
集
し
て
い
る
う
ち
の
、

今
回
は
冬
コ
ー
ス
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
治
療
中
の
病
気
な
ど
で
、
参
加
に

不
安
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
【
説
明
会
・
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
】　
月
2
日
画
か
6
日
峨
・
午
後

12

1
時
　
分
～
4
時
。

15

【
初
回
体
力
テ
ス
ト
】　
月
　
日
峨
か

12

13

　
日
我
・
午
前
か
午
後
。

14【
施
設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
1
月
開

始
）】
火
曜
日
～
土
曜
日
・
午
前
9
時

～
午
後
4
時
　
分
（
1
人
当
た
り
1

25

時
間
　
分
程
度
）

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
で
、　
歳
以
上
の
人
。

35

※
介
護
保
険
受
給
者
は
参
加
不
可
。

■定 
先
着
　
人
。

40

■内 
体
力
テ
ス
ト
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
自
体
重
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
用
し

た
も
の
）・
有
酸
素
運
動
（
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
）
な
ど
。

■費 
【
週
2
回
コ
ー
ス
】
2
街
5
0
0

円
、【
週
1
回
コ
ー
ス
】
2
街
0
0
0

円
、【
月
1
回
コ
ー
ス
】
1
街
5
0
0

円
。

胸
入
会
時
必
要
物
品
代
…
歩
数
計
代

5
街
0
0
0
円

※
保
険
料
は
別
途
負
担
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
」
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

歯
科
保
健
推
進
イ
ベ
ン
ト

『
歯
み
ん
ぐ
・
カ
ミ
ン
グ
・
8
0
2
0
』

　
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
印
西
地
区

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
歯
に
関
す

る
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
　
ぜ
ひ
、
家
族
み
ん
な
で
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

30

10

3
時
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
店
（
中
央
北
）。

■内 
上
表
の
と
お
り
。

■費 
無
料
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。 

第
　
回
「
腎
臓
病
を
考
え
る
会
」

24
　
腎
臓
病
に
関
す
る
講
演
会
と
患
者

体
験
談
、
医
療
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
4
時

10

30

　
分
。

30■場 
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
（
J
R
千

葉
駅
徒
歩
5
分
）。

■内 
①
「
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）・

（５）平成２３年（２０１１）１０月１５日号

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室（
健
康
生
活

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）冬
コ
ー
ス

　
市
で
は
1
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態

や
生
活
習
慣
に
応
じ
て
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
を

提
供
す
る「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室（
健

共
催
の
歯
科
保
健
推
進
イ
ベ
ン
ト

『
歯
み
ん
ぐ
・
カ
ミ
ン
グ
・
8
0
2

0
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
み

な
が
ら
歯
の
健
康
に
つ
い
て
学
べ
る

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。
■費 
3
0
0
円
。

■申 
　
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
か
ら
、

10

27

電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
へ
。

※
①
②
と
も
、
会
場
は
千
葉
県
立
手

賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
で
す
。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2

3
）。

怯
平
成
　
年
度
千
葉
県
立
障
害

24

者
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

　
自
立
を
目
指
し
て
就
職
し
よ
う
と

す
る
障
害
の
あ
る
人
で
、
職
業
訓
練

の
受
講
を
希
望
す
る
人
を
募
集
。

■対 
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
。

胸
募
集
科
目
・
訓
練
期
間
・
定
員
…

①
D
T
P
・
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
・
1
年
・
　
人
、
②
福
祉
住
環
境

10

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
・
1
年
・
　
人
、

10

③
P
C
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
・
1
年
・

　
人
、
④
基
礎
実
務
コ
ー
ス
・
1
年
・

20　
人
、
⑤
短
期
実
務
コ
ー
ス
・
6
カ

20月
・
5
人
、
⑥
職
域
開
拓
コ
ー
ス
・

6
カ
月
・
5
人
。
■費 
無
料
。

胸
募
集
期
間
…
1
年
コ
ー
ス
・
　
月
10

　
日
峨
～
　
月
　
日
画
。
6
カ
月

11

11

11

コ
ー
ス
・
平
成
　
年
1
月
　
日
峨
～

24

10

2
月
8
日
我
。

※
入
校
選
考
日
・
応
募
資
格
な
ど
、

詳
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

■問 
千
葉
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

校
（
緯
0
4
3
―
2
9
1
―
7
7
4

4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
4
.o
cn
.n

e
.jp
/~
sh
o
g
ise
n
/

）。

健
康

怯
復
興
外「
町
家
寄
席
の
夕
べ
」

　
落
語
家
・
金
原
亭
馬
治
氏
に
よ
る

寄
席
を
開
催
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
～
7
時
。

11

19

■場 
国
登
録
有
形
文
化
財
「
岩
井
家
住

宅
主
屋
」（
木
下
）。

■定 
　
人
。
■費 
1
街
5
0
0
円
。

45
※
前
売
り
券
は
、　
月
　
日
蚊
～
　

10

16

11

月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時

13
の
間
、
山
口
自
転
車
店
（
木
下
駅
北

口
）
で
販
売
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
伊
藤
（
■携 
0

9
0
―
3
5
2
9
―
4
9
9
0
）。

怯
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

①
初
心
者
も
楽
し
め
る
パ
ソ
コ

ン
教
室

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

11

17

30

正
午
。

■内 
手
賀
の
丘
P
C
サ
ー
ク
ル
の
指
導

者
に
よ
る
、「
祝
い
袋
・
ポ
チ
袋
を
作

る
」
を
実
施
し
ま
す
。
■費 
無
料
。

■対 
高
校
生
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。

■申 
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
、

10

18

電
話
で
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
へ
。

②
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
＆
リ
ー
ス
づ
く
り

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

27

30

正
午
。

■内 
ビ
ー
ズ
な
ど
で
飾
り
付
け
る
松
か

さ
ミ
ニ
ミ
ニ
ツ
リ
ー
づ
く
り
と
、
葛

の
つ
る
な
ど
を
使
っ
た
リ
ー
ス
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

胸はみんぐ・カミング・8020日程胸
内容会場時間催し物

疑問・質問を歯医者さんが
解決します

チャイハネ前
（モール棟3階）

午前10時～
午後3時

歯科医師による
歯科相談

位相差顕微鏡やCCDカメラ
を使って口の中を探検しよ
う！

探検！発見！
口の中☆

◆表彰
該当者にはハガキを送付しま
すので、当日会場にお持ちく
ださい

3can4on前
（モール棟3階）

午前10時30分～
午後2時30分

健康な歯
おめでとう！

 市内48カ所の空間放射線量の測定結果 

砂場校庭測定
日

学校名№
100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.1920.1830.1880.2150.2160.2399/20木下小学校1
0.2530.1850.1510.3380.3330.3469/20小林小学校2
0.1890.1530.1180.1870.1820.2009/20大森小学校3
0.1590.1560.1350.2420.2520.2599/20船穂小学校4
0.2110.1610.1310.2940.2920.2999/20永治小学校5
0.1790.1330.1080.2540.2430.2729/20木刈小学校6
0.1880.1750.1110.1400.1340.1289/20内野小学校7
0.1680.1390.1140.1760.1760.1759/20原山小学校8
0.2820.2230.1680.2680.2590.3019/20小林北小学校9
0.2230.1970.1600.2830.2940.3019/20小倉台小学校10
0.2200.2130.1870.1860.1720.1919/20高花小学校11
0.1540.1680.0920.1590.1440.1469/20西の原小学校12
0.1780.1470.1210.1950.1900.1999/20原小学校13
0.2680.2440.2130.3200.3310.3479/20六合小学校14
0.1480.1630.1490.1230.1250.1159/20宗像小学校15
0.1380.1350.1070.1720.1720.1759/20平賀小学校16
0.2410.1790.1230.1010.1120.1139/20いには野小学校17
0.1600.1500.0990.2170.2370.2279/20本埜第一小学校18
0.2640.2530.2120.2580.2330.1999/20本埜第二小学校19
0.1830.1710.1400.1300.1170.1119/20滝野小学校20
0.2850.2350.1600.3940.3980.3869/20印西中学校21
0.1550.1580.1210.1900.1840.2029/20船穂中学校22
0.2060.1790.1430.2260.2280.2389/20木刈中学校23
0.2950.2250.1930.2990.2980.3929/20小林中学校24
0.2040.2010.1250.1950.2200.2389/20原山中学校25
0.2840.2750.2450.2000.2010.2169/20西の原中学校26
0.1930.1950.1700.1620.1760.1289/20印旛中学校27
0.2560.1950.1430.2700.2710.2649/20本埜中学校28
0.1650.1310.0990.1770.1800.1879/20滝野中学校29

砂場園庭測定
日

園名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2070.2000.1570.2300.2090.1859/20大森幼稚園30
0.1480.1300.0960.1390.1340.1209/20瀬戸幼稚園31

除染実証実験中もとの幼稚園32
0.2460.2550.1940.1870.1720.1779/20木下保育園33
0.1990.1970.1460.2030.2020.1889/20大森保育園34
0.1670.1420.1060.1060.1120.1099/22内野保育園35
0.1780.1710.1410.1590.1740.2049/22木刈保育園36
0.1580.1180.1090.2000.2360.2479/22高花保育園37
0.1510.1370.1150.1380.1240.1289/22西の原保育園38
0.1710.1790.1960.1590.1630.1599/22もとの保育園39

屋上駐車場測定
日

施設名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2740.3130.3890.2070.2330.3109/22印西市役所40
0.0780.0790.0870.1990.1900.2199/22印旛支所41
0.0830.0870.0950.2770.2690.3329/22本埜支所42

砂場公園の中心測定
日

公園名№ 100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2770.2600.2640.4400.4850.5239/20大塚前公園43
0.2870.2780.2690.2870.2840.3099/20印旛中央公園44
0.3630.3270.3350.3610.3810.4229/20大門下児童公園45
―――0.3180.3050.2759/20松山下公園46
―――0.2980.3070.3149/20草深公園47
―――0.2580.2510.2739/20滝野公園48

　単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、5月31日～
6月3日に検査機関が使用したもの〔Nal(TI)シンチ
レーションサーベイメータTCS-161（アロカ株式会
社製）〕とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

パ
ー
ト
衛

　９月２０日から２２日、携帯用簡易測定器で、市
職員が大気中の放射線量の測定した結果は、下表
のとおりです。詳しくは市ホームページをご覧く
ださい。

※今後も、携帯用簡易測定器により市職員が測定
し参考値としてホームページ、各支所・出張所で
掲示し公表します。
■問 環境保全課放射線対策室（緯内線366～368）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
緑
の
教
室
】

「
冬
の
園
芸
作
業
ア
ラ
カ
ル
ト
＆

園
芸
相
談
」

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

11

19

30

3
時
　
分
。

30

■内 
冬
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
行
う
い
ろ
い
ろ
な
園
芸
作
業
に
つ

い
て
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
の
講
義
。

噛
講
師
…
金
子
明
人
氏
。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
「
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
の
上
手
な
育

て
方
」

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

11

27

30

3
時
　
分
。

30

■内 
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
の
特
性
や
年
間

の
管
理
な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
噛
講
師
…
吉
村
孝
氏
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
両
教
室
と
も
、
開
催
日
の
1
カ
月

前
の
午
前
9
時
か
ら
、
問
い
合
わ
せ

先
へ
電
話
か
来
所
で
（
先
着
順
）。

【
展
示
会
】

「
ス
タ
イ
リ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
展
」

胸
出
展
…
宮
崎
み
ど
り
氏
。

■時 
　
月
1
日
峨
～
6
日
蚊
・
午
前
9

11
時
～
午
後
5
時
。

※
3
日
華
、
5
日
臥
、
6
日
蚊
・
午

前
　
時
～
、
午
後
2
時
～
に
体
験
教

11
室
あ
り
（
有
料
）。

■問 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理

事
務
所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

tt
p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/

k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

透
析
」
噛
講
師
…
室
谷
典
義
氏
（
千

葉
県
透
析
学
会
会
長
）、
②
「
腎
臓
病

食
・
透
析
の
食
事
療
法
」
噛
講
師
…

大
森
節
子
氏
（
千
葉
社
会
保
険
病
院

栄
養
課
長
）、
③
医
療
相
談
会
＆
患

者
の
体
験
談
「
膵
腎
同
時
移
植
」。

■対 
腎
臓
病
・
糖
尿
病
・
食
事
療
法
に

関
心
の
あ
る
人
。

■定 
1
8
0
人
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
特
定
非
営
利
活
動
法
人
千
葉
県
腎

臓
病
協
議
会
（
緯
0
4
3
―
2
5
6

―
4
6
6
1
）。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
宅
の
一

部
が
損
壊
し
た
世
帯
に
対
し
「
千
葉
県

災
害
義
援
金
」
が
配
分
さ
れ
ま
す
。

■対 
平
成
　
年
3
月
　
日
現
在
で
、
市
内

23

11

の
被
害
を
受
け
た
家
屋
に
住
民
登
録
が

あ
る
世
帯
主
。

胸
支
給
額
…
　
月
下
旬
の
千
葉
県
義
援

11

金
配
分
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

■申 
平
成
　
年
　
月
　
日
牙
ま
で
に
次
の

23

11

10

①
～
③
の
書
類
を
社
会
福
祉
課
へ
提
出
。

①
千
葉
県
災
害
義
援
金
申
込
書
（
市
役

所
お
よ
び
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
で
受

領
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

②
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し
（
世
帯

主
と
同
一
名
義
の
口
座
に
限
る
）。

③
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
主
は
、
被
害
が
分
か
る
写
真
ま

た
は
、
修
理
の
見
積
書
・
請
求
書
・
領

収
書
・
契
約
書
の
い
ず
れ
か
の
写
し
。

※
一
部
損
壊
の
「
り
災
証
明
書
」
の
発

行
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
「
千

葉
県
災
害
義
援
金
申
込
書
」
を
郵
送
し

ま
す
。

※
義
援
金
の
支
給
に
は
、
振
込
先
口
座

の
提
出
が
必
要
で
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2
5

4
）。

【
り
災
証
明
書
に
つ
い
て
】
防
災
課
防
災

班
（
緯
内
線
4
5
1
・
4
5
2
）。

一部損壊の世帯に一部損壊の世帯にもも
義援金が配分されま義援金が配分されますす
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こ
す
り
合
わ
せ
、
ラ
テ
ン
音
楽

で
使
う
「
ギ
ロ
」
の
よ
う
に
「
ギ

コ
ギ
コ
ギ
ー
コ
」
と
拍
子
を
と

り
な
が
ら
、
境
内
を
所
狭
し
と

踊
り
狂
い
ま
す
。
ま
さ
に
自
由

奔
放
に
、
気
の
向
く
ま
ま
に
。

　
そ
し
て
、
女
性
の
グ
ル
ー
プ

を
発
見
す
る
や
否
や
、
そ
の
中

心
目
が
け
て
飛
び
込
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
の
た
び
に
起
こ
る
大

歓
声
、
大
拍
手
。

　
激
し
い
動
き
の
連
発
を
ご
紹

介
し
よ
う
と
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
き
り
ま
す
が
、
う
ま
く

追
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
広
大
な
北
総
の
地
の
大

ら
か
な
神
様
と
人
間
た
ち
の
ふ

れ
あ
い
を
、
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
見
物
人
に
紅
白
の

お
も
ち
が
ま
か
れ
、
長
く
な
っ

た
影
法
師
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、

神
社
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
世
話
人
の
一
人
、
水
谷
日
出

夫
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
「
近
年

の
少
子
化
で
、
舞
手
が
減
る
一

方
。
後
継
者
育
成
が
最
大
の
課

題
で
す
」
と
の
こ
と
。

　
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
こ

の
秋
を
彩
る
伝
統
の
舞
を
見
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。　

ン
グ
ツ
ア
ー
の
参
加
者
も
次
々
と

到
着
。
優
に
3
0
0
人
を
越
す

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
神
社
の
森
で
固
唾

を
飲
む
中
、
笛
の
音
と
、
き
れ
い

な
花
笠
を
か
ぶ
っ
た
4
人
の
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
に
見
守
ら
れ
て

「
三
匹
獅
子
舞
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
大
獅
子
、
中
獅
子
、
そ
し
て
つ

や
や
か
な
女
獅
子
が
、
腰
に
付
け

た
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
「
四
方
固

め
の
舞
」
や
「
花
笠
め
ぐ
り
の
舞
」

な
ど
華
麗
に
舞
い
踊
り
ま
す
が
、

中
で
も
見
所
は
「
道
化
の
舞
」。

　
道
化
は
竹
の
棒
に
割
れ
目
を
入

れ
た
「
サ
サ
ラ
」
と
、
木
の
棒
に

刻
み
を
入
れ
た
「
サ
サ
ラ
コ
」
を

神
様
た
ち
と
あ
そ
ぶ
一
日

　
　
　「
い
な
ざ
き
獅
子
舞
」

広報レポーター： 深堀   哲夫 （内野）
ふかほり てつお

▲山﨑市長と道化のツー
ショット。市長、からまれ
ないように気を付けて！

立
秋
を
過
ぎ
な
お
日
照
り
の
続
く
庭
け
だ
る
き
蝉
の
な
く
声
き
こ
ゆ

大
　
森
　
　
　
安
孫
子
正
子

ひ
つ
そ
り
と
 茱
萸
 の
花
咲
く
公
園
に
沿
ひ
て
帰
り
来
子
ら
と
別
れ
て

ぐ
み

小
倉
台
　
　
　
後
藤
　
貞
子

に
こ
や
か
に
手
を
取
り
合
ひ
て
老
夫
婦
一
時
帰
宅
の
バ
ス
に
乗
り
ゆ
く

原
　
　
　
　
　
鈴
木
　
桂
子

庭
隅
に
株
広
げ
た
る
お
し
ろ
い
の
夕
べ
に
咲
け
る
花
の
明
る
さ

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

か
す
か
な
る
 真
菰
 の
匂
楽
し
み
て
み
霊
迎
へ
の
 蓙
 編
み
終
へ
り

ま
こ
も
 

ご
ざ

　
大
　
森
　
　
　
小
林
　
八
重

陶
椅
子
の
冷
え
心
地
よ
き
良
夜
か
な

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

防
人
の
碑
に
秋
蝉
の
挽
歌
か
な

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

下
総
の
野
に
牧
の
あ
と
万
珠
沙
華

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

稲
を
刈
る
幾
重
に
 畔
 の
見
え
が
く
れ

あ
ぜ

大
　
森
　
　
　
吉
田
　
弘
子

縄
文
の
人
も
愛
で
し
か
今
日
の
月

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

　「
テ
ケ
ド
コ
ド
コ
ド
ン
　
ひ
ゃ

ら
ひ
ゃ
ら
ひ
ゃ
ー
ら
り
」

　
心
浮
き
立
つ
お
囃
子
に
の
っ
て
、

和
泉
の
鳥
見
神
社
に
江
戸
時
代
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
い
な
ざ
き

獅
子
舞
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
い
な
ざ
き
」
と
は
、
稲
の
収
穫

を
前
に
し
て
と
い
う
意
味
で
「
豊

作
」
を
祈
願
し
、
併
せ
て
「
子
孫

繁
栄
」
を
願
う
、
毎
年
、
秋
分
の

日
に
奉
納
さ
れ
る
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
の
祭
事
で
す
。

　「
雨
降
り
獅
子
舞
」
と
も
呼
ば

れ
る
そ
う
で
す
が
、
今
年
は
台
風

一
過
の
超
快
晴
。
こ
の
日
は
印
西

の
里
山
と
歴
史
を
巡
る
ウ
オ
ー
キ

掲載情報は9月29日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
J
A
西
印
旛
「
と
れ
た
て
産
直

館
印
西
店
」
は
、
北
総
鉄
道
に
平

行
し
た
国
道
4
6
4
号
沿
い
、

（
西
の
原
4
―
3
）
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

売
り
場
面
積
も
3
倍
広
い
約
5

0
0
㎡
。
高
い
天
井
、
大
き
な

ガ
ラ
ス
窓
を
使
用
し
、
明
る
く

開
放
感
が
あ
る
店
舗
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　
店
内
は
地
元
産
農
産
物
と
し

て
、
数
多
く
の
野
菜
類
、
果
実
、

放
し
飼
い
鶏
の
た
ま
ご
や
地
元

米
、「
地
場
産
の
素
材
を
生
か

し
た
手
作
り
惣
菜
、
お
母
さ
ん

た
ち
の
味
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
あ
る
惣
菜
コ
ー
ナ
ー
や

花
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
応
対
し
て
い
た
だ
い
た
岩
田

店
長
い
わ
く
「
果
実
が
豊
富
な

こ
の
地
域
で
は
、
冬
場
の
イ
チ

ゴ
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
印

西
メ
ロ
ン
・
船
尾
の
ス
イ
カ
、

夏
は
印
西
・
白
井
の
ナ
シ
が
と

て
も
お
い
し
く
、
ギ
フ
ト
な
ど

に
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
　
月
半
ば
の
旬
も
の
は
、
葉

10
物
野
菜
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
・
白

菜
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ダ
イ
コ
ン
。
ま

た
福
島
原
発
災
害
の
影
響
は
、

県
が
放
射
性
物
質
の
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
印
西
農
産
物
に

は
問
題
が
な
い
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
開
店
は
　
時
で
、
定
休
は
年

10

始
の
み
。
午
前
8
時
か
ら
入
荷

受
け
入
れ
を
し
、
陳
列
農
産
物

に
は
す
べ
て
に
生
産
者
表
示
が

あ
り
、
わ
た
し
も
知
っ
て
い
る

生
産
者
の
表
示
を
い
く
つ
も
目

に
し
ま
し
た
。
時
に
は
、
店
内

で
陳
列
作
業
を
し
て
い
る
生
産

者
と
購
買
者
の
会
話
が
弾
ん
で

い
る
光
景
も
見
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
来
客
数
は
平
日
約
8
0
0

人
で
週
末
は
約
1
街
0
0
0
人
。

催
し
物
が
あ
る
と
さ
ら
に
増
え
、

来
客
の
ほ
と
ん
ど
が
リ
ピ
ー

タ
ー
で
新
鮮
野
菜
の
買
い
物
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
月
末
に
は
「
お
客
様
感
謝

デ
ー
」
と
し
て
の
特
売
、
季
節

ご
と
に
も
各
種
の
催
し
が
あ
り
、
2

階
で
は
定
期
的
に
地
場
野
菜
を
使
っ

た
料
理
教
室
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
店
内
壁
面
に
岩
田
店
長
ほ

か
「
食
育
ソ
ム
リ
エ
」
4
人
の
顔
写

真
も
あ
り
ま
し
た
。
食
育
ソ
ム
リ
エ

と
は
、
食
べ
物
の
素
材
の
選
び
方
・

調
理
方
法
・
栄
養
成
分
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
資
格
者
の
こ
と

で
す
。

　
最
後
に
筆
者
か
ら
「
農
産
物
の
地

産
地
消
」
の
お
薦
め
を
。
毎
日
運
び

込
ま
れ
る
今
朝
採
り
の
新
鮮
農
産
物

を
食
す
る
こ
と
は
、
大
げ
さ
に
い
え

ば
、
C
O
2

排
出
抑
制
の
地
球
温
暖

化
防
止
の
エ
コ
ラ
イ
フ
で
あ
り
、
新

鮮
素
材
を
食
せ
る
理
想
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
み
な
さ
ん
も
今
日
か
ら
エ
コ
ラ
イ

フ
＆
理
想
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

仲
間
入
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

■問 
と
れ
た
て
産
直
館
印
西
店
（
緯
碓48 

2
2
0
0
）。

▲木刈中女子制服▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲勉強机（要相談・３千5百円）▲小林
中学校女子制服（夏・冬）▲炊飯器（１千５百円）▲ロフトベッド（シングル用）▲
鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）▲高級大型和テーブル▲液晶テレビの台▲スイン
グラック▲セカンドバッグ（黒色）。

▲印西中学校男子制服（夏・冬）体操服など▲天神幼稚園女子制服・体操服・かばん・
帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など▲印西中女子制服・セーター・ベスト
▲印旛中制服・体操服（男子・女子）▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）▲補
聴器▲電子ピアノ▲シルバニアファミリーのおもちゃ▲ベビーカー（軽量のもの）。

広報レポーター：
 田中   謙一郎 （小林浅間）
たなか けんいちろう

西印旛農業協同組合（JA西印旛）
とれたて産直館印西店

▲新鮮な野菜の宝庫、ＪＡ西
印旛「とれたて産直館印西店」

▲とれたての農産物（左上）などが毎
日たくさん届けられています

①女獅子を巡る争奪戦②何とも言えぬ動きをする道化の「子孫繁栄の舞」③三匹獅
子による「花笠めぐりの舞」。周囲には花笠をかぶった子どもたちが見守っています

①①

③③

②②
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